
平成１８年度 好 事 例

一般国道４５号 茂 師 地 区 事 故 対 策
■連続するカーブ区間において、死亡事故が連続して発生。
■交通挙動調査(走行速度･軌跡等)による定量的な事故要因分析

および評価･検証の実施。

【東北地方整備局 三陸国道事務所】【その他】

交 通 事 故 の 状 況（H8～H17）交 通 事 故 の 状 況（H8～H17）

事 故 要 因 分 析事 故 要 因 分 析

ｾﾝﾀｰ側走行が顕著 居 眠 り高い走行速度
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〔H17死亡事故発生箇所付近〕
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右ｶｰﾌﾞ走行車両の約２割
がセンター寄りを走行

→高い走行速度でカーブ区間

に進入

→センターライン寄りの走行が

車両相互事故を誘発

→過労運転が居眠りを誘発

・宮古市街から30分～60分圏内で

居眠り運転による事故が多い。

→茂師地区は当該圏内

・宮古市以北は信号数が少ないため

運転が単調となり、居眠り運転を

誘発している可能性がある。

【警察からのヒアリング結果】

死 亡 事 故 が 連 続 発 生
(正面衝突により３名死亡､７名重軽傷) 緊 急 的 な 対 策 が 必 要
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【旧道の道路構造】
曲線半径：R=50～400ｍ
縦断勾配：Ｉ＝4.3～5.6％
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H17.8.1(月)　12:40　1名死亡
　下り線を北進中の軽自動車が反対
車線にはみ出し、上り線を南進してき
たタンクローリー車に正面衝突した。
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５.０％
H16.7.31(土)　15:30　2名死亡
　下り線を北進中の乗用車が反対
車線にはみ出し、上り線を南進して
きたワゴン車に正面衝突した。

カ ー ブ 区 間 で 事 故 が 発 生
(死傷事故：４件、損傷事故：８件)

対 策 立 案対 策 立 案

対 策 効 果対 策 効 果

●走行速度が約２割低下（下り線区間平均：9.8km/h低下）

●走行軌跡が改善（ｾﾝﾀｰ寄り走行車両の割合が17.7%→0.5％に減少）

●事故対策が効果的に機能し､約９割のﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが安全性の向上を実感

●交通事故が減少（12件/10年 → 事故なし(対策後H18.2～H18.10)）

＜対策内容＞

高 い

走 行 速 度

センター側

走 行

居 眠 り

走行速度の抑制

〔薄 層 舗 装〕
・音や振動により走行速度を抑制
・漫然運転の覚醒

車線はみ出し防止

〔ドットライン〕
・視覚効果により車線はみ出しや走行

速度を抑制
・道路線形を強調し線形誘導を図る

居 眠 り 防 止

ｶｰﾌ ﾞ認識の向上
〔ランブルストリップス〕
・音や振動により車線はみ出しを抑制
・漫然運転の覚醒

〔警 戒 標 識〕
・事前のカーブ告知による注意喚起

〔｢道の駅｣への誘導〕
・広報により｢道の駅｣での休憩を誘導
・｢道の駅｣の予告標識の設置

＜対策目標＞＜事故要因＞

懇談会(国･自治体･公安委員会･地域住民等)を開催し、

対策案を検討するとともに、連携した施策を実施

（交通安全）

16.6%

9.1%

26.3%

32.3%

28.2%

36.4%

26.3%

17.2%

21.5%

45.4%

21.1%

24.7%

23.9%

14.0%

19.4%

9.8%

12.3%

6.4%

9.1%0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ﾗﾝﾌﾞﾙ

ｽﾄﾘｯﾌﾟｽ

(n=163)

警戒標識

(n=11)

ﾄﾞｯﾄﾗｲﾝ

(n=57)

薄層舗装

(n=93)

走行速度の低下 走行位置の改善
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事故対策によって改善された運転行動

※ 上記の数値は、対策後1ヶ月と対策後6ヶ月の合算値
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事 故 対 策 の 評 価
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約９割の人が安全性の向上を実感


